
活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

日本防災士会奈良県支部

家族全員自宅の平面図を書き込む用紙代、筆記用具購入代程度

家族の命を守る！～家庭内ＤＩＧを使って～初級編～
活動の概要

　我が家にいるとき地震がおこったら？家族全員の命を守る為にどうしたら良いのか考えてみませんか？家庭内DIGで我が家の強みや弱みを知ることから始めてみよう！

必要経費

（所要額、財源）

①家族の命を守る！という意識の向上。②我が家の強みや弱みを知ることができる。③災害発生時の行動をシュミレーション予測ができる。④日常の家族情報を共有化できる。⑤災害対策を考えることができる。同じ家に暮らす家族全員

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

２時間程度

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

①家族全員による「ＤＩＧ」研修①A4、A3サイズの方眼紙など自宅の平面図を書き込める紙など（自宅の平面図のコピーでも可）②筆記用具・付箋など

①災害図上訓練「ＤＩＧ」を家族で体験し、家族の命を守る為にできることを考える。②我が家の強みや弱みを知る。③家族それぞれが対策を考える。④家族の防災意識の向上を図る。⑤家族の絆を深める。



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞
①

DIG研修計画の立案 → DIGを進める人を決める（例：父親、母親など） → 研修計画を立案する。 → 家族と日程調整を行う。 → 自宅のどこで研修するか決める。 → 家族全員にDIG研修の日時を伝える。 → 参加人員を確定する。
↓

②

プログラム素案の作成 → 今回の着眼点を決める。 → 想定地震（災害）を決める → プログラム素案を決める。 → → →↓
③

実施に必要な資料等の作成 → 自宅平面図を書き込める用紙を用意する → 用紙に自宅平面図を書き込む（敷地含む） → 筆記用具（マジック、ボールペンなど）、付箋を用意する。 → 色を決める（例：危険物・危険個所は赤、安全な箇所は緑、役に立つ物は青など） → → →↓
④

家庭内DIGの実施、その１（家族の命を奪う恐れのある物の認定） → 一階、二階、屋外と、分けて危険物や危険個所を考える → 特に、タンス・テレビ・冷蔵庫・本棚等、直接命に関わる物を見つける → 屋外（自宅の庭やブロック甁等）、集合住宅の場合は、共用部分（廊下・エレベーター等） → 家族がどこで寝ているか？確かめる → 照明器具や窓ガラス等、発災後に飛散する物と、しては困る物を見つける → 照明器具や窓ガラス等の飛散しては困る物はなにか考える →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

家庭内DIGの実施、その２（発災後は？） → 発災後も安全な場所を知る → 発災後、家族が集まる場所（部屋）を決める。家族の安全確認方法を決める → 避難器具（防災グッズ）はあるかの確認？ → 避難するときの避難経路の確認及び、避難方法と近隣の避難場所を知っているかの確認 → 消火器はあるか？（置いてある場所は？） → 電気のブレーカー、ガスの元栓、マイコンメーターの場所 →↓
⑥

家庭内DIGの実施、その３（発災後も我が家で生活する為に） → 食料、水はどうするのか？電気が回復してない場合の調理器具は？ → トイレはどうするのか？風呂は？ → どの部屋で生活するのか？ → 寒さ、暑さ対策は？ → 現金はあるのか？ → 情報はどうやって得るのか？（携帯ラジオはあるか？） →↓
⑦

地震対策を考える → 命を守る為に！を基準に、なにから始めるかを考える → 防災対策の優先順位を決定する（例：どの部屋から、どのタンスから等） → 家族一人ひとりが、自分ですることを決める。（※できれば、いつまでにと期日を切る） → 家にある物と、ない物を見つける → 決めたことを書き出す → →↓
⑧

まとめと整理 → 参加者の感想を聞く。 → 次に訓練をする日時を決める → 次回は、進める人を交代する → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

①難しく考えないで、ゲーム感覚で行うこと。②最初から家族全員そろってと考えない。夫婦二人からスタートしても、一人でスタートしても良い。③一回で終わらないで、継続して行うようにする。④災害図上訓練「ＤＩＧ」を理由に家族全員が一堂に集まってしゃべる機会をつくる位の感覚でも良い。⑤これを機会に、研修から実践（防災対策）へ移す。
□防災意識の向上□家庭での防災対策の実施

※　活動指導案作成のための準備物　：　①パンフ（静岡県危機管理局危機情報室発行「自主防災」号外等      https://www2.pref.shizuoka.jp/all/file_download101600.nsf/pages/D26FF00FE6ECFB474925767A00808592①静岡県危機管理局の「家庭内DIG」から引用。②災害図上訓練「ＤＩＧ」資料



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

①「ＤＩＧ」全体研修　②「ＤＩＧ」グループ実践研修（６人で１班、２人がグループリーダー役）・グループリーダーを交代して計２回実施①パワーポイントの資料　②プロジェクター　③ＤＩＧに必要な物品５時間

①災害図上訓練「ＤＩＧ」を体験し、わがまちの強み、弱みを知る。②わがまちの「財産目録」をつくる。③わがまちの「健康診断」④わがまちを「健康指導」する。⑤わがまちを災害から強くするための俺たちのメッセージ⑥わくわく・ドキドキのグループリーダー体験①わがまちの災害の強み、弱みを知ることができる。②わがまちにある防災目録を知ることができる。③災害発生時の状況予測能力を高める。④災害発生に「そなえ」ることができる。⑤参加者から住民まで「災害情報を共有」することができる。⑥地域での協働活動を通して「新しい公共」社会づくりができる。⑦指導者としての地域防災リーダーを育成することができる。防災士会員をはじめ、地域の自主防災組織のリーダーや自治体職員

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

日本防災士会奈良県支部

（班を４班とした場合）　実施者１人　各班サブリーダー４人　計５人初回約５，０００円（「ＤＩＧ」１セット１，０００円×４班とその他準備費）　但し、「ＤＩＧ」セットは次回に使用できる。

「人財財財財」育成セミナー・災害図上訓練「ＤＩＧ」　ファシリテーター養成講座の開催
活動の概要

人は「材材材材料」ではない。人は「財財財財産」だ。災害図上訓練「ＤＩＧ」でわがまちの強み、弱みを知り、次にグループリーダー体験をしよう。育て地域防災リーダー、めざせ「ＤＩＧ」ファシリテーター！



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

研修計画の立案 → 研修計画を立案する。 → 防災士会総会で承認される。 → 日程調整を行う。 → 研修場所を確保する。 → 防災士会員への広報・募集を行う。 → 参加人員を確定する。 →↓
②

プログラム素案の作成 → プログラム素案を作成する。 → → → → → →↓
③

実施に必要な資料等の作成 → 地図の大きさを確定し、印刷を用意する。「４×３印刷」を活用すれば便利。 → パワーポイントを作成する。 → 配布資料を印刷する。 → 実践研修プログラムの組立を行う。 → 実践研修の実施方法を決定する。 → →↓
④

ファシリテーター養成講座を実施 → 災害図上訓練「ＤＩＧ」を経験する。 → 各グループのリーダーが災害図上訓練「ＤＩＧ」を進める。 → グループのリーダーを交代して災害図上訓練「ＤＩＧ」を進める。 → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

ファシリテーター養成講座のふりかえりを行う → 養成講座の主催者が、講座終了後にふりかえりを行う → 良かった点、改善点を出し合い次回の養成講座に反映させる → 毎年、ファシリテーター養成講座を実施する → → → →↓
⑥

ファシリテーター養成講座の受講生は、地域に戻り災害図上訓練「ＤＩＧ」を実施する → 地元での災害図上訓練「ＤＩＧ」のグループリーダーをする。 → 地元での災害図上訓練「ＤＩＧ」研修でファシリテーターとして指導をする。 → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等①パワーポイント②災害図上訓練「ＤＩＧ」資料③研修会写真
①災害図上訓練「ＤＩＧ」で困ることが白地図の準備。今回、家庭のパソコンとプリンターがあれば簡単に拡大地図がつくれる方法を紹介。②グループリダー経験を積むことにより、地元での「ＤＩＧ」ファシリテーターとしてのステップアップが図れる。

①ファシリテーター養成講座の修了者数、②修了生が地域にもどり実施したＤＩＧの回数
ＤＩＧ参加者の防災意識の向上



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

日本防災士会奈良県支部

①指導員　５名　②自主防災会員　５名→応急手当の講師をするには資格が必要でしょうか？自治会費

全員参加を目指した命を守るための応急手当の仕方
活動の概要 「阪神・淡路大震災　震度７級」の地震の発生を想定し、住民の自助・共助意識を高め、災害による負傷者等への応急手当の仕方を学ぶ

①全住民が応急手当ができる　②自分の命は自分で守る　まわりの命はみんなで守る全住民

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

一同に集まって実施三角巾、包帯、担架、毛布、教本、添木、レサシアン、ＡＥＤ、テント①講習２時間　②前日準備　５時間　③当日準備　１時間　④タイトル・やり方の決定　８時間

①全住民の応急手当の気運を高める　②住民の自助・共助意識を高める



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

実施内容の企画を検討する。 → 自主防災班で検討する。 → 自治会企画推進委員で検討する。 → 自治会役員会で検討する。 → 自治会班長会で検討する。 → 自治会で実施内容を決定する。 → →↓
②

講習会の広報を行う → 回覧原案の作成チラシ作成 → 自治会長の承認 → 各戸へ回覧する。 → 掲示板にチラシを掲示する。 → 団地内の放送設備にて放送する。（数日前、当日２回） → →↓
③

事前準備、事前調整 → 講師、指導員へ講師依頼をする。 → 教本を準備する。 → 機材を準備する。 → → → →↓
④

講習内容、指導要領の決定 → 講習内容、指導要領案を作成する。 → 講師、指導員と打ち合わせを行う。 → → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

講習手順、タイムスケジュールの作成 → 講習手順を作成する。 → タイムスケジュールを作成する。 → → → → →↓
⑥

応急手当講習の当日の準備を行う → 会場を設営する。 → 機材を搬入する。 → 受け付けを行い人数を把握する。 → → → →↓
⑦

応急手当講習を行う → →講習会の次第を順番に入力してください → → → → → →↓
⑧

応急手当のできる人を増やす → 訓練参加者全員ができるようにフォローする → 忘れないよう、自宅でも繰り返し練習するよう働きかける → いろんな機会で訓練を行う（未実施者に訓練を行う） → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
心肺蘇生（ＡＥＤ使用）傷の手当て→もう少し詳しく教えてください

参加者数の増加
訓練参加者の防災意識の向上

→訓練のマニュアル等参考資料や写真はありませんか？



活動指導案
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

日本防災士会奈良県支部

　講義主指導者１名、１グル－プ単位（１０名限度）に指導者１名　①訓練・指導用：小綱（ナイロンロ－プ、クレモナロ－プ、アクリルロ－プ等）・一人約５Ｍ＝約５００円　・２０Ｍ～３０Ｍもの切り分け使用すると経済的（ロ－プの材質で値段が異なる）　②実用訓練：１０Ｍ～２０Ｍロ－プを準備する（約１，０００～２，０００円）※不要ロ－プの提供を受ける（消防機関）

　ロ－プの結索法を学ぶ（ロ－プワ－ク）
活動の概要 　災害時及び日常生活等に活用できるロ－プの取扱いを習得・普及することにより、地域の防災意識の向上を目指す。

　①防災・防犯組織での技術指導者の育成　②地域住民の技術の習得が図れ、個人の防災技術の向上が図れる　地域住民（小学生高学年以上の、男女、問わず）

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

　①防災・防犯の指導者の育成　　②組織の救助班の技術の習得　③講義は全員、実技はグル－プ単位（１０名限度）で実施　ロ－プ（ナイロンロ－プ、クレモナロ－プ、アクリルロ－プ等）・講義用資料　講義３０分、実技１時間３０分　　　計２時間

　①個々の防災・防犯技術の習得を図る　②防災・防犯組織でレクレ－ション感覚で住民の繋がりを図る



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
① 実施主体を決める → 　実施日の日程調整 → 講習会の対象者を決定する → ①自主防災・防犯組織の各指導者②同組織員③一般市民④小学生高学年以上 → 使用資機材（ロ－プ）の選択 → → →↓
② 役割分担を決める → 主指導者決定 → 各クル－プでの補助者の決定 → → → → →↓
③ 実技前の講義 → 　実施する結び方・使用目的の資料を作成し準備しておく（ペ－パ－もの） → 　プロジェクタ－を使用して画像でのイメ－ジトレ－ニングを実施する（準備出来なければ省略） → 　結着・結節・結合の見本を展示する（展示用ロ－プ結索見本実物） → 　資料を配布することにより個々で反復練習が可能となる → → →↓
④ 実技の実施 → 　指導するロ－プ結索の種類の選択 → 　実技時間の配分を説明する → → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

　実施後の評価及び検証 → 　地域での訓練の実施に繋がる意見交換 → → → → → →↓
⑥

　対象者へのアンケ－ト調査 → 　事前に用意したアンケ－ト用紙を記入後解散とする。 → → → → → →↓
⑦

　次回講習会へ向けた課題の抽出 → 　アンケ－ト調査等を基に課題を抽出する。 → 対象者にあった指導方法の検討を行う。 → 時間の割り振り指導内容の見直しを行う。 → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
①地域の中に指導者を如何に育てるか。　②高齢者は経験を持っている方の把握及び活動の場を広める。

　地域での防災防犯活動に活用することにより、災害発生時の地域力の向上。
　地域の自主防災訓練等で反復訓練を継続する。

①ロ－プ達人　②アウトドア○○



活動指導案.５ 実践団体名
■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者（受ける側）活動・作業形態
所要時間

目標・ねらい
防災訓練及びクリーンデー等を活用して、ワンポイントレッスンで習得ロープワークのﾃｷｽﾄと要領書、ロープを結んだｻﾝﾌﾟﾙ掲示板、訓練用ロープ、茶の間で出来る練習ﾛｰﾌﾟ、訓練用スタンション（相棒）等ﾛｰﾌﾟﾜｰｸ訓練：２０分/1種類　　　参加者３０名（６０分/３種類）

適切なロープワークで救助（自助･互助）活動が行えるようになる一人ひとりの防災技術から地域の防災力の向上を図る自治会・自主防災会の防災士及び会員

必要経費（所要額、財源）必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの（道具、材料等）
活動で上げることができる力・能力

日本防災士会　奈良県支部/三郷町 秋留地区自主防災会

防災士及び消防団員と自主防災会全員訓練用ロープ代（１２～１６ｍｍ径の１０ｍ物２本、２ｍ物４０本）：￥１０．０００、（茶の間で出来る８ｍｍ径ロープ２ｍ物）：￥２０/人×参加者

救助に役立つロープワークと傾斜地における懸垂降下で救助を行う活動の概要 定期的にロープワーク訓練を行い、救助に役立つロープの結び方を身に付ける



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

防災訓練のメニューに取り入れるよう提案する（自治会･自主防災会等） → 救助に役立つロープワークの必要性を提案し、「やろう」という意思を表明する → できれば自主防災活動として年間計画の訓練項目として取り入れる → → → → →↓
②

スケジュール･講師を決める（自治会･自主防災組織等） → ９月の防災週間に実施する（案内書を配布する） → 毎月のクリーンデー終了時にワンポイントレッスンする → 講師を決める（地元で講師を確保できない場合は消防署、市町村防災担当課、奈良県安全･安心まちづくり推進課、防災士会奈良県支部に相談） → → → →↓
③

自宅や自主防災会の防災倉庫で常備するロープの選定及び保管方法（自治会･自主防災組織等） → 救助救助救助救助ロープロープロープロープのののの選定選定選定選定条件条件条件条件①強度が大きい②弾力性に富み衝撃荷重に強い③柔軟性に富み操作が容易④軽量である → ロープロープロープロープのののの選定選定選定選定ナイロン製３つ打ち太さ１２ｍｍ（救助用ﾛｰﾌﾟ、確保用ﾛｰﾌﾟ） → ロープロープロープロープのののの特性特性特性特性切断強度２７．５ＫＮ(約２．８トン）含水率15％、収縮率１．３％、比重約１，１ → ロープロープロープロープのののの適正取適正取適正取適正取りりりり扱扱扱扱いいいい①強度･目的に応じて使い分ける②物の角には当て布(柔）をする③ﾛｰﾌﾟ同士こすり合わせる使い方はしない④ﾛｰﾌﾟを引きずったり踏んだりしない⑤ｷﾝｸをさせない → ロープロープロープロープのののの保管保管保管保管①汚れは中性洗剤で洗いよく乾燥させる②直射日光の当たらない風通しの良い場所に保管③油や薬品の近くに置かない、特に酸（ﾊﾞｯﾃﾘｰ液）に弱い④ﾛｰﾌﾟの上に重量物を載せない → ※研修時に講師がロープを準備する場合、備蓄用ロープは事後に装備することも可能 →
↓

④

ロープワークテキストの作成（講師） → ロープワークのテキスト（６種３０結び）を作成する → ①①①①ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚同士同士同士同士をををを結結結結ぶぶぶぶ（本結び、男結び、ﾊﾟﾚﾙﾉｯﾄ、ﾎﾟｰﾗｲﾝﾍﾞﾝﾄﾞ、こづなつなぎ，Ａやつなぎ、二重ﾃｸﾞｽ結び、三重つぎ） → ②②②②物物物物ににににﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚をををを結結結結ぶぶぶぶ(ひばり結び、ひと結び、ふた結び、ﾊﾞｹｯﾄﾋｯﾁ、ねじ結び、丸太結び） → ③③③③物物物物をををを縛縛縛縛るるるる（巻き結び、二重巻き結び、垣根結び） → ④④④④ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚にににに輪輪輪輪をををを作作作作るるるる(もやい結び、ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭﾏﾝｽﾞﾙｰﾌﾟ → ⑤⑤⑤⑤ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚ににににコブコブコブコブをををを作作作作るるるる（止め結び、８の字結び、仲仕結び、ﾛｰﾌﾟに連続ｺﾌﾞを作る、ﾊﾞｯｸｽﾌﾟﾗｲｽ → ⑥⑥⑥⑥そのそのそのその他他他他のののの結結結結びびびび（張り縄結び、新聞･雑誌の荷造り、ｽｰﾊﾟｰのﾎﾟﾘ袋結び、ﾄﾗｯｸの積荷の固定、ﾛｰﾌﾟの束ね方↓ ↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

緊急、非常時に役立つロープの結び方の要領書の作成（講師） → 救助救助救助救助にににに役立役立役立役立つつつつ結結結結びびびび方方方方（（（（救助救助救助救助にににに必要必要必要必要なななな※※※※６６６６種種種種をををを厳選厳選厳選厳選）））） → ①①①①ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚同士同士同士同士をををを結結結結ぶぶぶぶ（（（（二重二重二重二重ﾃｸﾃｸﾃｸﾃｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ結結結結びびびび））））※太さの違うﾛｰﾌﾟ同士をつなぐのに適している → ②②②②物物物物ににににﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚をををを結結結結ぶぶぶぶ（（（（バケットバケットバケットバケットヒッチヒッチヒッチヒッチ））））※※※※比較的強度が高く簡単に結べる → ③③③③物物物物をををを縛縛縛縛るるるる（（（（二二二二重巻重巻重巻重巻きききき結結結結びびびび））））※確実に締まる重量物の吊り下げに適している → ④④④④ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚にににに輪輪輪輪をををを作作作作るるるる（（（（もやいもやいもやいもやい結結結結びびびび）※輪の大きさが変わらず強度が高い。人命救助に使われている → ⑤⑤⑤⑤ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚ににににｺﾌｺﾌｺﾌｺﾌﾞ゙゙゙をををを作作作作るるるる（（（（ﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾛｰﾌﾟ゚゚゚にににに連連連連続続続続ｺﾌｺﾌｺﾌｺﾌﾞ゙゙゙をををを作作作作るるるる））））※非常時に素早く連続したｺﾌﾞがつくれる。緊急脱出時の手足の滑り止め → ⑥⑥⑥⑥傾斜地傾斜地傾斜地傾斜地でのでのでのでの懸垂降下懸垂降下懸垂降下懸垂降下ｶﾗﾋﾞﾅ金具がない場合、ﾛｰﾌﾟさえあれば即座にできる方法（非常時、緊急時に適している）↓ ↓
⑥

傾斜地に於ける救助要領書の作成（講師） → 傾斜地を救助に向かう時に役立つ”懸垂降下”の要領書を作成する → ①一ｺﾏ目：親綱ﾛｰﾌﾟはﾊﾞｹｯﾄﾋｯﾁ結びでﾛｰﾌﾟの一端を強固な物に結ぶ → ②二ｺﾏ目：別の命綱用ﾛｰﾌﾟを強固な物に二重巻きをして補助者に握ってもらう → ③三ｺﾏ目：懸垂降下して救助に向かう人は親綱ﾛｰﾌﾟの一端をもやい結びする → ④四ｺﾏ目：救助に向かう人は親綱を跨ぎ右肩へのタスキがけをして左右の手でﾛｰﾌﾟを握る → ⑤五ｺﾏ目：右手と左手に握った親綱を緩めながらゆっくり傾斜地を降下する → ⑥六ｺﾏ目：救助に向かう人の合図と掛け声にしたがって降下速度に合わせて命綱を緩める↓
⑦

掲示板の作成･掲示（講師） → 現物現物現物現物をををを見見見見てててて学学学学ぶぶぶぶ（実際に結んだｻﾝﾌﾟﾙを掲示する） → ①①①①二重二重二重二重ﾃｸﾃｸﾃｸﾃｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ結結結結びのびのびのびのｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌﾟ゚゚゚ﾙﾙﾙﾙ → ②②②②ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｹｯﾄﾋｯﾁｹｯﾄﾋｯﾁｹｯﾄﾋｯﾁｹｯﾄﾋｯﾁののののｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌﾟ゚゚゚ﾙﾙﾙﾙ → ③③③③二重巻二重巻二重巻二重巻きききき結結結結びびびびののののｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌﾟ゚゚゚ﾙﾙﾙﾙ → ④④④④もやいもやいもやいもやい結結結結びのびのびのびのｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌﾟ゚゚゚ﾙﾙﾙﾙ → ⑤⑤⑤⑤連続連続連続連続ｺﾌｺﾌｺﾌｺﾌﾞ゙゙゙結結結結びびびびののののｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌﾟ゚゚゚ﾙﾙﾙﾙ → ⑥⑥⑥⑥そのそのそのその他結他結他結他結びびびびののののｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌｻﾝﾌﾟ゚゚゚ﾙﾙﾙﾙ
↓

⑧

研修用資･機材の準備(講師） → 研修研修研修研修にににに必要必要必要必要ななななロープロープロープロープをををを準備準備準備準備すすすするるるる → 研修会研修会研修会研修会でのでのでのでの練練練練習用習用習用習用：12～１６ｍｍ径のﾛｰﾌﾟ（１０物２本、２ｍ物４０本） → 茶茶茶茶のののの間間間間でのでのでのでの練習練習練習練習用用用用：８ｍｍ径のﾛｰﾌﾟ（２ｍ物を参加者全員に提供） → 研修用研修用研修用研修用ロープロープロープロープワークワークワークワーク　　　　スタンスタンスタンスタンションションションション（（（（相棒相棒相棒相棒））））をををを作成作成作成作成するするするする → 利点利点利点利点①一人講師で20名同時研修が出来る②ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが取り易い → ③持ち運び便利な組み立て式 → ④ロープワークテキストの全てに対応可能
↓

⑨

全員でﾛｰﾌﾟﾜｰｸ訓練と演習（講師） → ３人１組で懸垂降下の演習 → 自分の腰を使ってもやい結びを演習 → 傷病者と仮定してﾛｰﾌﾟﾜｰｸｽﾀﾝｼｮﾝを囲み全員でもやい結びを演習 → ３人１組で懸垂降下で傷病者の救助訓練を演習 → 降下した救助者は傷病者の反応を確認し、ﾛｰﾌﾟﾜｰｸｽﾀﾝｼｮﾝで練習したもやい結びを行い救助する → 訓練用ﾛｰﾌﾟ２ｍを使って全員で二重ﾃｸﾞｽ結びの演習（ロープの短いものや太さの違うときのため） → 茶の間用ﾛｰﾌﾟ２ｍ物を使って家族全員で復習するよう指導



↓
⑩

ロープワークの出来る人を増やす（自治会･自主防災組織等） → 訓練参加者全員が出来るようにフオローする → 忘れないよう自宅でも繰り返し練習するよう働きかける → いろんな機会で訓練を行う（未実施者に訓練を行う） → → → →
■活動の評価方法①数や量の変化による評価
②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）①活動のコツなど
②参考資料等
※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等ロープワークのテキスト（ﾛｰﾌﾟﾜｰｸの達人）、体で覚える防災技術（救助に必要なﾛｰﾌﾟﾜｰｸの要領書）、急傾斜地を救助に向かう時の懸垂降下の要領書、｢もやい結び｣、｢二重テグス結び」、「バケットヒッチ」、「ロープに連続コブをつくる」
まず最初にロープワークの必要性やもやい結び、二重ﾃｸﾞｽ結び、バケットヒッチや懸垂降下の手順書に従って特徴や効果等を説明する。二番目に各々の結び方を全員が理解するまでゆっくりしたテンポで練習する。三番目に３人１組になって一人が投げたロープを使って傷病者自らもやい結びの演習をする。四番目は３人１組になって、懸垂降下による救助訓練を演習する。最後は各々交代で演習する。他の人は励ましの掛け声や救助の支援などを行なう。研修のコミュニケーションを図るためにロープワークスタンションやロープの結び方掲示板等を活用する。

①地域では、救助に役立つロープの結び方を身に付けた人数、②個人では、何種類の結び方を身に付けられたか、③家庭では、家族全員で何種類の結び方を身に付けられたか
地域住民と家族のコミュニケーション、チームワークと防災技術力の向上



活動指導案.6
実践団体名

■基礎データ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

日本防災士会　奈良県支部/三郷町 秋留地区自主防災会

防災士、消防団員及び自主防災会全員コピー代￥２．０００、訓練用の真竹の棒（５０ｍｍ径の２５００長さ２本×５組）￥１．０００、古い上着類(会員から提供）￥０

救助に役立つ簡易担架作りで歩けないケガ人や病人を搬送する
活動の概要 定期的に訓練を行い、救助に役立つ簡易担架作り技術を身に付ける

一人ひとりの防災技術から地域の防災力とチームワークの向上を図る自治会・自主防災会の防災士及び会員

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

タイトル

対象者（受ける側）

活動・作業形態

所要時間

目標・ねらい

普通救命講習会等に併せて訓練･演習を実施する教材（ﾃｷｽﾄ･要領書）の作成、竹の棒２本（５０ｍｍ径×２５００長さ）、毛布、衣類（ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ、背広、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ、防寒ｺｰﾄ、Ｔｼｬﾂ、Ｙｼｬﾂ、）等簡易担架作り訓練：５名１組で２０分/1種類　　　参加者３０名（３種類を６０分/5チーム）

身近な物で作れる簡易担架で救助（自助･互助）活動を行い、速やかに救護所や病院に搬送する



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

防災訓練のメニューに取り入れるよう提案する（自治会･自主防災組織等） → 身近な物で手軽にでき、救助に役立つ主旨を表明する → 自主防災技術とチームワークの向上を図る → できれば自主防災活動の年間計画に入れる → → → →↓
②

スケジュール･講師を決める（自治会･自主防災組織等） → ９月の防災週間に実施する（案内書を配布する） → 普通救命講習会等の研修項目として取り入れる → 講師を決める（地元で講師を確保できない場合は消防署、市町村防災担当課、奈良県安全･安心まちづくり推進課、防災士会奈良県支部に相談） → → → →↓
③

簡易担架のテキストを作成する（講師） → ①竹の棒と毛布を使っての要領書を作成する → ②竹の棒と上着を使っての要領書を作成する → ③毛布の端を丸めて作る要領書を作成する → 関連するしおりや手順書を活用する → → →↓
④

真竹の棒を準備する → ひねた真竹（５０ｍｍ径×２５００ｍｍ長さ２本１組）を５組 → 節の凹凸や切り口はｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰとｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰで滑らかに仕上げる（手や指の負傷防止） → ﾏｼﾞｯｸｲﾝｸ等で製造年月日を記入しておく → 防災倉庫等で保管する。１回/年に点検し老朽化したものは取り替える → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

毛布等を準備する → 使っていない毛布（１４００ｍｍ×１９００ｍｍ）激しい損傷や切り傷のないもの → 毛布以外で、キルト状のこたつ敷き布や掛けカバーでも可能 → 必要数：５枚（１枚/担架１組） → → → →↓
⑥

上着等を準備する → 使っていないジャンバー、背広、防寒ｺｰﾄ、Ｔｼｬﾂ、Ｙｼｬﾂ、ｾｰﾀｰ等 → 必要数：１５枚(５枚/担架１組） → → → → →↓
⑦

全員で簡易担架作り訓練を実施(講師） → はじめに講師は解説しながら簡易担架作りを演習する → 搬送者４名と傷病者役１名を指名し５人１組で行なう → ①竹の棒と毛布を使っての演習（傷病者役は横たわって待機） → ②竹の棒と上着を使っての演習（あらかじめ５名は上着を着て待機） → ③毛布の端を丸めて作る演習 → 注意点を解説（毛布の折り返し、傷病者の反応や意識の確認、被災者の乗せ方、持ち上げの合図者、進行方向等を解説） →↓ 　　　　 ↓ 　　　　 ↓ 　　　　 ↓
⑧

役割分担を決めて演習 → → → ①5人１組で演習 → ②5人１組で演習（次のｸﾞﾙｰﾌﾟの５名は上着を着て待機） → ③5人１組で演習 → →↓
⑨

簡易担架作りの出来る人を増やす（自治会･自主防災組織等） → 訓練参加者全員が出来るようフオローする → 忘れないよう、自宅で家族と一緒に練習するよう働きかける → いろんな機会で訓練を行う（未実施者に訓練を行う） → → → →



■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等
傷病者の搬送には徒手搬送法と担架搬送法がありますが、ここでは身近な物を使って出来る簡易担架作りの訓練を行ないます。無駄な動きの無いチームワークにより迅速かつ正確に担架作りをします。傷病者に苦痛、動揺や振動を与えないで安全搬送することが大切です。出来れば傷病者と搬送者の役割分担をあらかじめに決めておき、反応の確認（もしもし！大丈夫ですか！）→大きな声で誰か来て！→「あなたは１１９番へ通報してここに戻ってきてください」「あなたはＡＥＤを持ってきてください」・・・と言ったふうにしますが、ここでは足の捻挫や打撲で動くことが出来ない傷病者を仮定して、搬送演習を行なうとより効果的でしょう。

①簡易担架作りの一連の動作がどれだけ迅速かつ正確に出来るか、②簡易担架作りを実施できる人数
地域住民・家族のコミュニケーション、チームワークと防災技術力の向上

ボーイスカウト･ノウハウ集、簡易担架つくりの要領書、防災教育支援ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ｢簡易担架のつくり方しおり」、応急手当指導者標準ﾃｷｽﾄ等


